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論文審査の結果の要旨 

MRE：Magneto Rheological Elastomerとはシリコーンゲル中に磁性粉を分散させることで作成される機能性材料で
ある。使用環境による制限が少なく,また安価に作成できるため，アクチュエータの素材として注目されている。しか

しながら、他の電磁場に反応する機能性材料と比較するとMREは生物模倣に用いるために必要なアクチュエータとし
ての研究例が少ない。その要因の一つとして，MREは変形量・応力分布などの物理量の観察・評価が困難であるため，

アクチュエータとしての設計指針・評価手法が確立されていないという点が挙げられる。そこで、本論文ではMREを

用いた電磁粘弾性体アクチュエータの評価が可能な数値解析手法を提案している。

 第 1 章では研究背景が述べられている。電磁粘弾性体解析の先行研究及びそれらの課題点を示している。また、こ
れらの課題点が提案手法により解決できることを述べ、研究の目的および研究方針を明示している。

 第 2章では，本論文で提案された解析手法について述べている。従来手法であるMPS法と FEMの連成について述
べた後，その連成手法を電磁粘弾性体アクチュエータ解析に適応するため，加えた手法について述べている。

第 3章では，2章で示した改良点の有効性を検証するため，検証用MREアクチュエータモデルの実機と解析モデル
を作成し，実験と解析結果の比較を行っている。直流磁場の印加時・交流磁場の印加時・剛体を含んだモデルによる

検証を行っており，提案手法の有効性を確認している。従来法と剛体を考慮したMPS法と FEMとの連成解析法との
比較検証が行われ，83倍以上計算コストが抑えられることを明らかにしている。

以上のように、本論文で提案された数値解析手法は、大変形を伴う電磁粘弾性体アクチュエータを解析する上で有

効であり、今後様々な電磁粘弾性体アクチュエータの設計に貢献することが期待できる。よって本論文は博士論文と

して価値あるものと認める。 


